
1. ごみ処理概要

(１) －１　ごみの収集・処理量（ごみ処理フロー） 　［単位：ｔ／年］

・令和６年度におけるごみ処理量は次のとおりである。　　　　　　　　　 (　　　)は前年度数値

（1,937,594）

(72,570)

(98) 家庭系ごみ

 市町村等収集量  

　直接搬入量        

(2,077) (1,487,391) (243,794) (135,460)

不燃系残渣埋立

可燃系残渣焼却

(76,785)

(9,388) (1,564,176) (149,820)

焼却後の資源化量

(81,217)
(1,385,518) (231,037)

(97,441)

(106,829)

　《前年度との比較》

総排出量　

1,906,478

105 (1,865,024)

生活系ごみ 事業系ごみ

1,092,312 1,286,249 551,910 1,717,923

市町村等搬入量 集団回収量

自家処理量 1,838,159 68,319

ごみの総処理量 1,843,445

0.1% 79.8% 13.0% 7.2%

(1,113,174) (1,311,941) (553,083) 120,236

減量化量

6,828 11,525

1,676 1,470,591 239,410 131,768
直接最終処分量 直接焼却量 焼却以外の中間処理量 直接資源化量

(9,878)
74,605

焼却消滅量 83,275 中間処理後の再生利用量

8,504 1,545,196 146,452
埋立量 焼却処理量 売却・再利用等

最終処分量（埋立） 429,814
106,065

R６年度
(人口はR6.10.1現在)

R５年度
(人口はR5.10.1現在)

増　　減

1,364,360 229,727

焼却灰･残渣(埋立）

97,561

総資源化量

1人1日当たりの
ごみの排出量

827(858)g／人・日 839(866)g／人・日  ▲12g( ▲8ｇ)／人・日

1人1日当たりの
家庭系ごみの排出量

474(491)g／人・日 482(497)g／人・日 ▲8g(▲6ｇ)／人・日

人　　　口* 631万2,557人 630万9,586人 +2,971

609万974人 611万5,341人 ▲24,367人

処理経費
(建設改良費含む）

19050(19,743)円／人・年 16,693（17,223）円／人・年 +2，365（+2,451）円／人・年

（注）　
＊平成24年7月「住民基本台帳法」の一部改正により、平成24年度から人口には外国人住民数が含まれ

る。前年度との比較のため、外国人住民数を除いた人口を下欄に併記し、1人当たりの計算には外国人住民数
を除いた人口で計算した値を（）内に記した。

1人1日当たりの
最終処分量

46(48)g／人・日 46(48)g／人・日 ▲0ｇ( ▲0g)／人・日

リサイクル率 22.5% 22.6% ▲0.1%

(7,311)

(439,067)
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【各項目の説明】
　① ごみの総排出量

　 ＊ごみの総排出量＝市町村等搬入量＋集団回収量  ＝ ［ｔ／年］

　　 市町村等搬入量＝市町村等収集量＋直接搬入量　＝ ［ｔ／年］

　　 ごみの総処理量＝直接最終処分量＋直接焼却量＋焼却以外の中間処理量＋直接資源化量＝ ［ｔ／年］

　② ごみの排出原単位（１人が１日に排出するごみの量）

ごみの計画処理区域人口×365日

　③ ごみの焼却率 　　　　*家庭系ごみの総排出量

   焼却処理量＝直接焼却量＋ ごみの計画処理区域人口×365日

　④ ごみの埋立率③ごみの焼却率

［ｔ／年］

④ごみの埋立率

　⑥ ごみの減量・減容処理率

⑤ごみの減量処理率

　⑦ リサイクル率
＝ %

⑥ごみの減量・減容処理率

⑦リサイクル率

　　　ごみの総処理量＋集団回収量

・総資源化量＝直接資源化量＋中間処理後の再生利用量＋集団回収量

・ごみの総処理量＝直接最終処分量＋直接焼却量＋焼却以外の中間処理量＋直接資源化量

・直接資源化量＝資源化等を行う施設を経ずに直接再生業者等に搬入される量

・中間処理後の再生利用量＝不燃ごみ・粗大ごみから回収した金属、ｴｺｾﾒﾝﾄ化された焼却灰、資源化された溶融スラグ等

・集団回収量＝市町村による用具の貸出、補助金の交付等で市町村登録された住民団体によって回収された量

⑧ 県民1人1年当たりのごみ処理経費（建設改良費も含む）

＝（廃棄物処理事業経費－組合分担金）÷人口

＝ ［円／人・年］

　　（注）
＊

ごみの総排出量は、環境省統計にあわせ、従来の「市町村等処理量＋自家処理量」より上記に変更

ごみの排出原単位＝
　　　　ごみの総排出量

＝ 827 (858*)

1,843,445

［g/人・日］

＝

　　　（注）
＊

家庭系ごみ排出量＝「生活系ごみ排出量」－「生活系ごみ排出量のうち資源ごみ排出量」

［g/人・日］
家庭系ごみの
排出原単位

(491*)＝ 474

ごみの埋立率＝
最終処分量

＝ 5.8

ごみの総処理量ごみの総処理量

ごみの総処理量-直接最終処分量
＝

直接焼却量＋焼却以外の中間処理量＋直接資源化量
ごみの減量処理率＝

※　市町村等搬入量と直接最終処分量、直接焼却量、焼却以外の中間処理量、直接資源化量の合計値は一致しない。
　この理由として、処理施設における搬入と処理の時間のずれ、計量方法の違いなどが考えられる。

　　（注）　＊県人口は平成24年度から外国人を含んでいる。従来どおり外国人を除いた人口で計算した値を（）内に記した。

19,050 (19,743*)

＝ 22.5 %

ごみの減量・減容処理率＝
ごみの総処理量 - 最終処分量（埋立）

＝ 94.2

リサイクル率＝

99.9

1,906,478

ごみの焼却率＝ ＝ 83.8 %
ごみの総処理量

1,838,159

1,545,196　焼却処理量＝直接焼却量＋＊可燃系残渣＝

　　（注）＊ごみの計画処理区域人口は平成24年度から外国人を含んでいる。従来どおり外国人を除いた人口で計算した値を（）内に記す。

焼却処理量

%
ごみの総処理量

　　（注）
＊

可燃系残渣＝焼却施設以外の中間処理施設から発生する可燃物

%
ごみの総処理量

総資源化量
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(1)-2  ごみの処理フローシート（詳細）
［単位：ｔ/年］

直接最終処分量 最終処分場

1,676

直接焼却量 焼却施設 焼却残渣の埋立 97,561

小計 1,838,159 1,470,591 1,545,196 ※ 資 源 化 量 83,275

混合ごみ 0 処理残渣の焼却 74,605

可燃ごみ 1,386,548 粗大ごみ処理施設 処理残渣の焼却 59,067

98,819 ※ 処理残渣の埋立 4,976

不燃ごみ 53,458 資 源 化 量 31,814

資源ごみ 253,388 ごみ堆肥化施設 処理残渣の焼却 0

3,364 処理残渣の埋立 0

その他　 2,031 資 源 化 量 3,336

粗大ごみ 22,498 焼却以外の ごみ飼料化施設 処理残渣の焼却 0

中間処理施設 825 処理残渣の埋立 0

直接搬入ごみ 120,236 239,410 資 源 化 量 825

メタン化施設 処理残渣の焼却 0

338 処理残渣の埋立 0

自家処理量 105 資 源 化 量 338

ごみ燃料化施設 処理残渣の焼却 0

171 処理残渣の埋立 0

資 源 化 量 171

その他の 処理残渣の焼却 15,412

資源化等を行う施設※ 処理残渣の埋立 1,828

134,337 資 源 化 量 109,968

その他施設 処理残渣の焼却 126

1,556 ※ 処理残渣の埋立 24

直接資源化量 資源化量合計

131,768

集団回収量 68,319 総資源化量

リサイクル率 22.5 %

※内訳の合計値と合わないのは、ばい煙発生や減量化等による減少分があるため。

収集ごみ＋直接搬入ごみ

（令和6年度実績）

106,065

361,495

処理残渣の埋立

6,828

焼却処理を含む

中間処理に伴う
資源化量

429,814

229,727
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（２）ごみの処理人口内訳 (人）

※人口は令和６年１０月１日現在

（３）収集・搬入状況 (t/年）

直営
委託
許可
直営
委託
許可
直営
委託
許可
直営
委託
許可
直営
委託
許可

（4）処理状況 (t/年）

（５）資源化の状況

 ①施設処理（中間処理）に伴う資源化量の施設別内訳

生
活
系
ご
み2,898

185,933
64,557

75,172 直
営
（
小
計

）

小計

直接搬入ごみ

1,717,923

120,236

収
集
ご
み
量

可燃ごみ

粗大ごみ 22,498

1,386,548

資源ごみ

1,838,159

1,625 許
可
（
小
計

）

494,236
146

1,835
18,325
2,338

形態別ごみ搬入量

計画処理区域人口内訳

計画収集人口 自家処理人口

6,312,557 0

253,388

その他 2,031

ごみの種類 収集量 収集形態別内訳

84,709

1,286,249

887,111
424,265

不燃ごみ 53,458
4,544

45,984
2,930 委

託
（
小
計

）

1,138,978

551,910

事
業
系
ご
み

搬入量
（収集量＋直搬）

区分

資源化量(t)

構成割合(%)

集団回収量

合計 1,906,478

集団回収量 自家処理量

68,319

1,843,445
68,319

焼却以外の
中間処理量

ご
み
総
排
出
量

105

市町村処理量

合計

68,319 429,814

①直接資源化量
 ②施設処理に伴う

資源化量
集団回収量

30.7 100.0

資源化量(t)

施設区分 焼却施設 粗大ごみ処理施設

直接最終処分量 直接資源化量

その他
資源化施設

ごみ堆肥化施設

109,968

229,727

53.4 15.9

31,814 3,336 338 171

ごみ飼料化施設

825

メタン化施設 ごみ燃料化施設

260

131,768

83,275

直接焼却量

1,911,764

1,470,591 239,410 1,676 131,768
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 ②資源化量の資源化物回収別内訳 (t/年）

70,565

集団回収量 合計

0

2

1,884

2,790

1,780

セメント原料化

燃料

固形燃料

溶融スラグ

飼料

4,580

0

0

0

1,894

廃食用油

2,784

231

紙類

ガラス類

金属類

紙製容器包装

紙パック

ペットボトル

白色トレイ

肥料

布類

その他プラスチック類

容器包装プラスチック

山元還元

0

0

0

0

0

5,224

合計

0

施設資源化量

1,726

102

19,389

37,438

2,601

423

24,207

2

15,457

26,684

製品プラスチック 12 36

0

44,891

27

6

130,196

直接資源化量

その他

66,181

9,403

338

52

51,017

825

3,704

34,113

6

1,409

228,932

95

10

0

0

0

0

0

0

0

4,429

3,122

381

160

51,510

0

493

141,464

48

825

425,309

79,099

43

1,409

9,403

338

52

51,017

3,704

12,405

429

24,207

4

19,235

33,903

42,340

4,891

6


